
介護保険の改善を求めるアピール  

2008．6．14 認知症の人と家族の会総会  

12009年4月に介護保険の改定が行われるにあたって、「家族の会」は昨年11   

月に、これからの社会福祉・社会保障の望む姿と当面の改善項目を提案する「提   

言・私たちが期待する介護保険」を発表し、厚生労働大臣に申し入れを行いまし   

。  

2 「提言」で示した「5つの基本的な考え方」については厚生労働省はじめ行政   

からも賛同の意思表明がされ、12項目の「具体的改善提案」については、障害   

者団体、介護従事者など多くの人たちからもぜひ実現してほしいとの声が寄せら   

れています。  

3 厚生労働省においては、私たちの声を受けとめ4月下旬に、「認知症の医療と   

生活の質を高める緊急プロジェクトチーム」を立ち上げ、7月末をめざして「基   

本方針」及び「短期的対策」をめざして鋭意作業が進められています。  

4 しかるに、5月の財政制度等審議会に、要介護度2以下の人を介護保険から外   

すなど3通りの財務省の試算が示されました。これは、3人のうち2人を切り捨   

て、また認知症の人を事実上除外するなど介護保険制度の存在意義そのものをな   

くすことにつながる内容です。「試算」とはいえ、このような提案が行われるこ   

とに私たちは大きな不安を覚えます。必要な制度は持続し発展させる方向での議   

論を求めるものです。  

5 一方、要介護認定調査検討会では、現行の認定調査82項目のうち、23項目（う   

ち認知症に関係するものが半数以上を占める）について削除することが提案され   

ています。要するに「判定結果に差が出ない」との理由ですが、これらの項目を   

削除すれば特記事項も書かれないこととなり、認知症の状態の把握がいっそう困   

難になると危倶されます。むしろこれらの項目を認定に正しく反映させる工夫と   

改善をこそ求めるものです。  

6 後期高齢者医療保険制度に国民の怒りが高まるさなかに、さらに介護保険制度   

の縮小や認知症が正しく把握されない方法への変更は私たちの願いとは相反す   

るものであり、「提言」で示す考え方と具体的改善を進めることこそが認知症の   

人と家族の願いであるということをあらためて訴えるものです。  
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